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一
、
は
　
し
　
が

き

e
親
椹
は
親
の
子
に
封
す
る
椴
利
義
務
で
あ
る
か
ら
、
醤
法
で
も
新
法
で
も
、
親
椹
者
た
る
べ
き
者
は
、
常
に
、
親
灌
に
服
ブ
る
者
に

劃
し
て
法
律
上
親
た
る
身
分
を
有
ナ
る
者
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
も
と
よ
り
、
子
の
實
親
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
で
は
な
い
の

で
、
奮
法
で
は
、
父
の
後
妻
は
、
父
の
先
妻
の
子
に
封
し
て
縫
母
と
し
て
、
ま
た
、
父
の
妻
は
、
父
の
庶
子
に
甥
し
て
嫡
母
と
し
て
、
親

椹
者
た
り
得
た
が
（
礁
枇
艦
徽
條
）
、
新
法
で
は
、
こ
れ
等
の
關
係
を
姻
族
關
係
に
止
め
て
、
親
子
の
關
係
と
は
認
め
て
居
な
い
か
ら
、
後
妻
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二

と
先
妻
の
子
の
間
、
妻
と
そ
の
夫
の
庶
子
の
間
に
は
、
親
樺
關
係
を
生
じ
得
な
い
。
醤
法
で
も
母
の
夫
は
、
母
の
私
生
子
に
封
し
て
は
、

法
律
上
父
た
る
身
分
を
有
し
な
い
の
で
、
た
と
え
、
そ
の
子
と
家
を
同
じ
く
し
て
居
て
も
、
子
の
親
擢
者
た
り
得
な
い
も
の
と
さ
れ
て
居

た
（
雛
、
藷
要
輩
大
）
．
未
婚
の
菱
萎
を
迎
え
霧
合
、
建
は
養
母
が
死
亡
し
て
菱
が
後
妻
迎
え
霧
A
是
も
、
養

父
の
妻
と
養
子
と
の
間
に
は
養
子
縁
組
が
な
い
か
ら
、
養
母
子
に
は
な
ら
な
℃
、
蒙
と
蓬
つ
て
（
麓
一
一
）
、
響
活
裏
農

い
か
ら
、
親
罐
關
係
は
存
し
得
な
い
。
同
様
に
、
奮
法
も
新
法
も
、
夫
の
親
と
妻
と
の
關
係
ま
た
は
妻
の
親
と
夫
と
の
關
係
を
、
奮
民
法

入
事
編
第
二
四
條
笙
項
の
嬬
美
饗
於
劣
叉
入
夫
ノ
襲
養
寛
麓
親
ト
ノ
關
係
ハ
麓
（
灘
）
・
婆
」
と
は
異
つ
て
、

輩
に
直
系
姻
族
と
し
て
取
扱
う
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
親
は
子
の
醜
偶
者
に
封
し
て
親
槽
を
有
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
薔
法
は
未

成
年
の
子
が
そ
の
配
偶
者
の
財
産
を
管
理
す
べ
き
場
合
に
は
、
そ
の
未
成
年
の
子
の
親
椹
者
に
、
こ
れ
が
代
行
構
を
認
め
て
居
た
が

（
献
八
）
、
新
法
で
集
肇
の
子
齢
響
の
髪
喜
撃
べ
窮
A
・
変
く
馨
た
の
で
（
灘
五
）
、
代
行
準
ら
認
め
ら
れ

な
い
。
但
し
、
新
法
で
も
親
椹
に
服
す
る
未
成
年
の
子
が
、
子
を
有
す
る
に
至
つ
た
揚
合
に
は
、
こ
れ
に
封
し
て
自
ら
親
樺
を
行
使
す

る
こ
と
を
得
す
、
そ
の
未
成
年
の
子
の
親
権
者
部
ち
生
ま
れ
た
子
の
租
父
母
が
未
成
年
の
子
の
親
椹
を
代
行
す
べ
き
こ
と
に
な
つ
て
居
る

（
顛
蓋
撒
）
。

口
　
斯
く
し
て
、
親
椹
は
親
た
る
身
分
に
基
づ
い
て
存
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
親
た
る
身
分
を
有
す
る
者
が
、
す
べ
て
李
等
に
親
構
を

行
う
も
の
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
親
が
共
同
し
て
子
に
封
し
て
親
権
を
行
う
と
云
う
こ
と
は
、
子
の
養
育
監
護
に
と
つ
て
常
に
必
す
し
も

好
ま
し
い
こ
と
で
も
な
い
し
、
ま
た
、
協
議
し
て
共
同
に
親
椹
を
行
わ
せ
る
と
云
う
こ
と
が
、
實
際
上
困
難
な
場
合
も
あ
り
得
る
か
ら
で

あ
る
。

　
奮
法
で
は
親
子
關
係
渉
あ
つ
て
も
、
親
子
が
そ
の
属
す
る
家
を
同
じ
く
し
な
け
れ
ぱ
、
親
構
關
係
は
成
立
せ
す
、
且
つ
親
子
が
そ
の
属



す
る
家
高
じ
く
し
て
も
、
父
を
も
つ
て
第
茨
の
親
馨
も
、
母
を
第
羨
の
親
磐
も
て
辱
（
談
七
）
．
從
つ
て
、
ど
の
親

が
親
椹
者
で
あ
る
か
と
云
う
こ
と
は
、
比
較
的
容
易
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
來
た
が
、
そ
れ
で
も
、
子
の
家
に
藪
種
の
父
母
が
併
存

す
る
場
合
に
は
、
困
難
な
問
題
を
生
じ
た
。
養
母
ま
た
は
養
父
の
後
妻
た
る
縫
母
は
實
父
に
先
だ
つ
て
、
縫
父
ま
た
は
嫡
母
は
實
母
に
先

だ
つ
て
、
親
樽
を
行
う
と
云
う
よ
う
に
、
解
繹
に
よ
つ
て
補
わ
れ
て
來
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
〔
誰
ご
。

㊧
　
新
法
は
、
親
灌
法
の
中
か
ら
家
の
原
理
を
邉
い
出
し
、
子
の
人
格
の
奪
嚴
と
父
母
間
の
本
質
的
李
等
と
云
う
原
理
を
も
つ
て
、
こ
れ

に
置
き
換
え
た
。
從
つ
て
、
新
法
の
下
に
於
て
は
、
親
が
子
と
家
を
同
じ
く
す
る
か
ど
う
か
と
云
う
こ
と
で
、
親
樺
者
を
定
め
た
り
、
或

る
い
は
、
親
樺
者
た
る
順
位
に
於
て
、
父
を
先
き
に
し
母
を
後
に
す
る
と
云
う
よ
う
な
優
劣
先
後
の
遜
別
は
、
到
底
許
さ
る
べ
き
こ
と
で

は
な
い
。
こ
こ
に
於
て
か
、
吾
々
は
、
親
構
者
を
定
め
る
こ
と
に
つ
き
、
新
法
が
ど
の
よ
う
な
規
定
を
用
意
し
た
か
を
概
観
し
た
上
で
、

子
の
氏
と
の
關
蓮
を
検
討
し
て
見
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
改
正
民
法
に
於
け
る
親
権
者

新
法
は
、
親
讐
罪
る
重
、
未
婚
の
未
成
薯
旗
季
る
と
共
入
鳶
塑
廉
八
）
、
父
母
が
婚
姻
中
奮
ば
、
そ
の
蟹
孟

摯
て
は
、
父
母
が
共
層
て
親
讐
行
う
が
（
蟹
肝
八
）
、
父
母
が
離
婚
し
た
り
、
薙
笑
攣
奮
揚
婁
ど
振
、
父
母
の

い
ず
れ
か
男
が
、
霧
で
親
讐
行
う
！
壬
て
居
ゑ
漱
一
）
．
從
つ
て
、
ど
の
親
が
親
馨
と
馨
か
芸
商
響
、
父

母
の
共
同
親
権
の
揚
合
と
、
父
ま
た
は
母
の
軍
濁
親
穫
の
揚
合
と
に
分
け
て
、
考
察
す
る
こ
と
が
便
宜
で
も
あ
り
、
必
要
で
も
あ
る
。

　
　
　
　
1
、
父
母
の
共
同
親
樺

　
　
　
　
　
　
　
ー
子
の
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山
ハ
四

ω
　
民
法
は
實
父
母
が
婚
姻
中
な
ら
ば
、
そ
の
嫡
出
子
に
封
し
て
は
、
常
に
、
實
父
母
が
共
同
し
て
親
樺
を
行
う
べ
き
も
の
と
な
し

（
款
数
條
）
、
實
父
母
が
窮
量
響
親
讐
誓
饗
旨
と
に
し
て
居
る
（
繍
）
．
尤
も
、
父
母
の
芳
嚢
期
不
在
、
所
在
不

明
、
疾
病
等
に
よ
つ
て
書
嚢
讐
行
う
！
が
出
來
奮
ぎ
、
窺
纂
謹
の
審
（
讐
、
灘
奏
の
審
（
黙
、
一
）
、
親

馨
使
禁
止
の
假
寡
（
撫
難
継
筆
よ
つ
て
羅
上
親
讐
行
2
と
が
出
來
奮
ぎ
は
、
他
の
芳
ぎ
霧
讐
行
う
こ

と
が
出
來
る
も
の
と
し
て
居
る
（
、
議
製
綴
齢
）
．

　
親
構
の
共
同
行
使
は
、
鷹
急
措
置
法
第
六
條
の
「
親
椹
は
、
父
母
が
共
同
し
て
こ
れ
を
行
う
」
と
云
う
の
と
は
違
つ
て
、
子
の
父
母
が

夫
婦
と
し
て
共
同
生
活
（
響
緻
騰
就
甥
綱
難
轡
纏
難
塾
酸
傭
聾
を
覧
属
る
揚
A
・
綬
ら
鷲
．
夫
繍

係
に
な
い
父
母
を
し
て
、
そ
の
協
議
で
親
構
を
行
使
さ
せ
る
と
云
う
こ
と
は
、
事
實
上
困
難
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
慮

急
措
置
法
に
よ
つ
て
共
同
親
椹
者
と
な
つ
た
「
婚
姻
中
で
な
い
父
母
」
は
、
新
法
施
行
後
も
、
引
き
績
き
共
同
し
て
親
槽
を
行
う
が
、
何

時
で
も
協
議
建
霧
藩
代
碧
舞
に
よ
つ
て
、
父
母
の
男
窺
響
与
嚢
と
壽
流
て
居
る
（
遡
確
）
．

　
も
と
よ
り
、
父
母
が
共
同
親
礎
者
と
な
る
た
め
に
は
、
親
礎
行
使
の
當
時
父
母
が
夫
婦
關
係
に
在
れ
ば
足
り
、
子
の
出
生
前
よ
り
引
き

績
き
夫
婦
關
係
に
在
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
父
が
嫡
出
で
な
い
子
を
認
知
し
て
か
ら
、
子
の
母
と
婚
姻
し
た
場
合
で
も

（
徽
蘇
九
）
、
薙
、
子
の
母
と
婚
姻
し
て
か
ら
、
認
知
し
霧
合
署
（
箋
奪
、
父
母
は
婚
姻
ま
た
は
認
知
後
は
、
準
正
嫡
出
子
に

封
し
て
蕎
し
て
親
讐
行
皇
た
馨
．
ま
た
、
子
の
濯
奮
釜
査
母
と
寡
て
協
議
離
婚
髪
父
母
（
鯵
奪
輩
婚

す
れ
ば
、
そ
の
一
方
を
親
灌
者
と
定
め
た
協
議
は
、
そ
の
父
母
の
再
婚
に
よ
つ
て
當
然
に
失
効
す
る
も
の
と
解
し
得
る
の
で
、
離
婚
の
無

効
ま
た
は
取
渠
奪
て
も
、
再
婚
に
よ
つ
て
當
餐
父
母
の
共
同
灘
行
蘂
認
め
ら
れ
て
毒
（
麟
羅
蜘
羅
尾
轟
難
巧

叢
賠
）
。
尤
も
、
父
が
妻
の
嫡
出
で
な
い
子
を
婚
姻
中
に
認
知
せ
す
、
離
婚
後
に
認
知
し
て
も
、
そ
の
子
は
こ
れ
に
よ
つ
て
認
知
の
時
よ
り



嫡
出
子
た
る
身
分
を
取
得
す
る
も
の
と
さ
れ
て
居
る
が
〔
垂
騙
〕
、
親
槽
を
共
同
し
て
行
使
す
べ
き
時
に
は
、
も
は
や
、
父
母
が
夫
嬬
關
係

に
な
い
か
ら
、
父
と
母
と
の
共
同
親
樺
は
認
め
ら
る
べ
き
で
は
な
い
し
、
父
母
が
夫
婦
關
係
に
在
つ
て
も
、
既
に
父
母
の
一
方
が
親
罐
を

有
し
な
い
と
き
、
例
え
ば
養
父
が
養
子
の
實
母
と
婚
姻
し
て
も
、
後
蓮
す
る
よ
う
に
、
實
母
は
縁
組
に
よ
り
婚
姻
前
既
に
親
罐
を
喪
失
し

て
居
る
か
ら
、
養
父
と
實
母
と
の
共
同
親
構
は
認
め
ら
れ
な
い
。
從
つ
て
、
・
こ
の
場
合
養
父
が
死
亡
す
れ
ば
、
實
母
が
あ
る
に
も
拘
ら

す
、
親
穰
者
の
な
い
場
合
と
し
て
、
養
子
の
た
め
に
後
見
が
開
始
す
る
こ
と
に
な
る
。

②
，
子
の
父
母
が
、
養
父
母
の
場
合
で
も
婚
姻
中
で
あ
れ
ば
、
實
父
母
の
場
合
と
匪
別
す
る
理
由
が
な
い
か
ち
、
同
榛
に
父
母
共
同
親

選
原
則
が
認
曽
鷲
し
（
祇
裂
墾
、
養
子
制
度
の
本
來
の
性
質
上
、
菱
母
謬
霧
讐
行
う
べ
毯
の
と
蕊
て
居
る

（
蟹
葬
八
》
の
楚
家
ら
読
ば
、
養
子
が
養
親
と
の
養
親
薦
係
潅
績
髪
窪
で
、
さ
ら
に
、
他
人
の
葦
毒
つ
霧
合

に
は
、
第
二
の
養
親
だ
け
が
親
権
を
行
う
こ
と
に
な
る
の
も
、
営
然
の
結
論
で
あ
る
と
謂
え
る
。
尤
も
、
第
一
の
養
親
と
第
二
の
養
親
と

が
既
に
夫
婦
關
係
に
在
る
場
合
に
は
（
磯
拙
肋
籠
礁
蔀
書
）
、
第
一
、
第
二
爾
養
親
の
共
同
親
権
が
認
め
ら
る
べ
き
こ
と
は
、
後
述
す
る
通
り

で
あ
る
（
簸
圖
）
。

　
昭
和
二
三
年
一
〇
月
二
三
日
民
甲
第
二
五
七
八
號
民
事
局
長
回
答
は
、
未
成
年
養
子
の
養
父
母
が
死
亡
し
て
も
、
離
縁
ま
た
は
縁
組
の

取
清
が
な
い
限
り
は
、
實
父
母
は
親
権
者
に
な
ら
す
、
そ
の
未
成
年
養
子
の
た
め
に
親
擢
を
行
う
者
が
な
い
の
で
、
後
見
が
開
始
す
る
と

な
し
て
居
る
（
卸
聾
謹
．
或
る
い
ぱ
、
「
養
子
壷
父
母
と
の
間
霜
蓼
扶
養
櫟
藤
組
に
ら
垂
薯
蕊
！
及
び
子
の

財
産
の
家
塵
性
格
の
沿
失
を
老
え
る
と
、
養
父
母
死
亡
ま
た
は
親
樺
喪
失
後
は
離
縁
せ
す
と
も
、
當
然
實
父
母
が
親
権
を
行
う
も
の
」
と

解
し
得
な
い
か
、
と
云
晃
え
方
が
あ
ゑ
鶯
蒲
灘
遇
魂
．
鍵
〔
彗
〕
．
も
と
よ
り
、
縁
組
醤
攣
奮
葉
的
身
劣
濃

せ
し
め
る
こ
と
は
な
い
が
ー
從
つ
て
そ
の
身
分
か
ら
派
生
す
る
相
績
關
係
、
扶
養
關
係
を
養
親
子
關
係
の
存
立
に
拘
ら
す
、
依
然
存
績

　
　
　
　
敬
韮
民
法
と
親
擢
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　
　
　
　
一
改
一
止
民
法
と
面
親
穫
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

さ
せ
て
置
い
て
も
、
理
論
上
少
し
も
差
支
え
の
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
ー
縁
組
が
子
の
養
育
監
護
を
實
親
か
ら
養
親
に
代
替
せ
し
む
る

こ
と
柔
質
与
る
が
整
、
新
法
は
「
子
が
養
毒
あ
る
と
蔭
、
養
親
の
親
穫
畢
る
」
崩
墜
墾
髪
以
上
（
徽
影
八
）
．

實
親
子
た
る
身
分
か
ら
派
生
す
る
養
育
監
護
關
係
に
於
て
の
み
、
親
子
的
蓮
繋
を
断
絶
す
る
こ
と
に
な
つ
て
も
、
決
し
て
不
合
理
な
こ
と

で
は
な
い
（
燗
灘
七
）
．
量
饒
鋲
格
（
誤
九
）
藤
除
（
談
九
）
が
、
親
子
た
る
身
盆
讐
譲
芒
め
を
と
な
く
、
而
も

相
績
開
係
に
於
て
の
み
親
子
的
蓮
繋
を
漸
縄
し
て
居
る
こ
と
を
思
い
合
わ
す
べ
き
で
あ
る
。
親
子
た
る
身
分
そ
の
も
の
を
失
わ
す
し
て
、

親
子
た
る
身
分
か
ら
奎
著
親
鱗
係
存
契
島
合
も
て
は
、
耀
の
奏
藷
任
の
製
（
蛋
繭
條
）
を
指
摘
蓄
言

が
出
來
る
。
親
と
し
て
子
の
養
育
監
護
を
他
入
に
任
せ
切
つ
た
者
が
、
養
親
の
死
亡
と
云
う
偶
然
の
事
實
に
よ
つ
て
、
突
如
と
し
て
當
然

に
親
礎
を
回
復
す
る
と
云
う
よ
う
な
こ
と
は
、
果
し
て
親
樺
制
度
本
來
の
趣
旨
に
適
う
所
以
か
ど
う
か
頗
る
疑
わ
し
い
。
寧
ろ
、
こ
の
場

合
涯
、
塁
母
で
享
の
蕃
監
護
の
廷
當
建
め
に
は
、
後
見
入
と
し
て
の
選
任
議
（
黙
陀
．
確
Y
必
要
与
る
と
解

す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
意
昧
に
於
て
、
前
掲
民
事
局
長
回
答
は
支
持
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
新
法
で
は
、
奮
法
に
於
け
る
が
如
く
養
子
の
實
父
母
は
、
親
灌
者
た
る
順
位
に
於
て
養
父
母
に
先
だ
た
れ
る
と
云

う
に
止
ま
ら
す
、
縁
組
に
よ
り
そ
の
子
に
封
す
る
親
権
自
騰
を
喪
失
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
於
て
、
我
妻
氏
が
「
養
子
に
甥
し

て
は
、
養
親
が
親
響
で
あ
る
（
堅
趣
．
あ
讐
、
藻
と
墨
宏
ゑ
と
翼
て
居
ら
鷲
の
は
（
羅
鞠
譜
輩
b
正
確

で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
奮
法
で
は
子
の
家
に
養
親
と
實
親
と
が
在
る
と
き
は
、
養
親
は
未
成
年
養
子
に
甥
し
て
「
最
後
二
親
構
ヲ
行

フ
置
凄
奏
か
ら
、
後
昊
姦
箏
嚢
差
饗
途
（
鱗
響
〔
醤
〕
、
新
法
で
曇
禦
馨
し
て
居
つ
竃
、
養
親

は
「
最
後
に
親
讐
行
暑
」
も
て
、
後
昊
婁
婆
有
し
饗
く
て
髪
ら
蕊
（
鞭
奪
奮
、
雑
欝
の
實
際
走
於

て
も
屡
々
重
要
な
る
差
異
を
齎
ら
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。



　
從
つ
て
例
え
ば
、
養
父
母
が
親
礎
喪
失
若
く
は
禁
治
産
の
宣
告
を
受
け
（
唄
阯
襟
八
）
、
ま
た
は
親
椹
を
辞
退
し
て
も
（
撫
鰍
廃
七
）
も
こ
れ

に
よ
つ
て
實
父
母
が
當
然
に
親
構
者
と
な
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
養
子
の
た
め
に
は
後
見
が
開
始
す
る
こ
と
に
も
な
る
し
（
撫
杁
雛
八
）
、

建
の
歪
於
て
菱
母
の
死
亡
に
ら
て
開
始
し
た
、
實
方
蛋
釜
の
あ
桑
牽
華
の
後
見
は
（
頷
靴
蔽
九
）
、
籔
欝
法

の
施
行
に
よ
つ
て
、
實
父
母
が
當
然
に
蕎
爆
誉
奮
の
霧
了
蓄
！
に
は
な
る
が
（
矧
騨
鷺
離
ザ
麓
嗣
鉱
簗
鷲

蝦
羅
灘
簾
蒜
鯵
難
雀
。
塞
一
課
、
拳
膵
蟹
離
郷
籠
翫
鞭
罎
襯
簗
羅
ユ
誇
）
．
新
法
施
行
後
は
、

慮
急
措
置
法
に
よ
つ
て
親
椹
を
行
う
こ
と
と
な
つ
た
實
父
母
が
あ
る
に
も
拘
ら
す
、
そ
の
未
成
年
養
子
の
た
め
に
、
改
め
て
後
見
人
を
選

任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
も
な
る
〔
謹
五
〕
。
蓋
し
養
父
母
と
實
父
母
と
が
存
す
る
と
き
は
、
養
父
母
が
親
模
者
で
あ
つ
て
、
養
父

母
が
共
に
死
亡
し
て
も
、
こ
れ
が
た
め
に
實
父
母
が
當
然
に
親
椹
者
と
な
る
の
で
は
な
い
と
云
う
新
法
の
精
紳
に
照
し
て
考
え
る
と
き

は
、
慮
急
措
置
法
に
よ
る
實
父
母
の
親
灌
を
、
新
法
施
行
後
も
そ
の
ま
窪
引
き
綾
き
存
績
さ
せ
る
こ
と
は
、
到
底
許
さ
る
べ
き
で
な
い
か

ら
で
あ
る
。
邸
ち
鷹
急
措
置
法
に
よ
つ
て
實
父
母
が
親
権
者
と
な
つ
た
と
云
う
効
果
は
、
附
則
第
四
條
但
書
に
所
謂
「
慮
急
措
置
法
に
よ

っ
て
生
じ
た
効
力
」
で
は
な
い
。

⑧
父
母
の
蕎
親
讐
、
夫
婦
の
芳
擢
の
芳
案
牽
の
子
（
欝
筆
を
養
子
も
霧
合
（
経
億
難
誰
、
）
に
も
、
認

め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
子
の
父
母
が
夫
婦
と
し
て
共
同
生
活
を
螢
ん
で
居
る
こ
と
前
掲
ω
②
の
揚
合
と
異
る
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
で
あ

る
。
例
え
ば
、
夫
が
妻
の
先
夫
の
未
成
年
の
子
を
養
子
と
し
た
揚
合
に
は
、
そ
の
養
子
に
樹
す
る
親
樺
は
、
民
法
第
八
一
八
條
第
二
項
の

規
黍
奮
縞
象
、
同
條
第
三
募
墾
に
吉
菱
（
讐
壷
母
（
肇
と
が
共
層
て
行
2
と
に
馨
（
紹
繍
髪
峯

剛
鰍
難
靖
繋
欝
。
父
母
の
蕎
親
馨
、
父
母
が
夫
舗
係
袋
嚢
髪
麗
与
る
．
從
2
、
菱
と
實
講
の
鳶

關
係
が
離
婚
に
よ
つ
て
漕
滅
す
れ
ば
、
離
婚
後
は
、
民
法
第
八
凶
八
條
第
二
項
の
原
則
に
還
つ
て
、
當
然
に
養
父
だ
け
が
親
穗
を
行
う

　
　
　
　
改
毘
民
法
と
親
梅
巌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



　
　
　
　
改
正
民
法
と
親
権
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

（
舗
髭
暫
唇
恥
鞭
郷
誕
撫
。。
馨
．

　
尤
も
、
父
母
共
同
親
権
の
原
則
は
、
未
威
年
養
子
の
養
親
が
縁
組
後
に
そ
の
養
子
の
實
親
と
婚
姻
し
た
場
合
に
は
、
た
と
え
、
養
親
實
親

間
に
夫
婦
關
係
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
つ
て
も
、
認
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
甲
男
が
乙
女
の
未
成
年
の
子
丙
を
養
子
と
し
た

後
に
、
甲
乙
が
婚
姻
し
た
場
合
に
は
、
養
父
甲
だ
け
が
丙
の
親
構
者
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
甲
男
が
丙
の
實
父
で
あ
る
と
否
と
に
よ
つ
て

差
異
は
漢
（
難
劃
翻
彬
凹
耽
纏
竃
雑
議
）
．
蓋
し
實
母
乙
続
と
し
て
の
丙
蜻
竃
養
育
監
覆
森
選
よ
旛

姻
前
既
に
喪
失
し
た
者
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
從
つ
て
、
甲
男
が
先
夫
0
子
丙
を
有
す
る
乙
女
と
婚
姻
す
る
と
共
に
、
丙
を
養
子
と
し
た

場
合
に
は
、
當
事
者
の
意
思
か
ら
見
て
も
、
乙
は
丙
に
封
す
る
親
穫
を
未
だ
喪
失
し
た
も
の
と
は
謂
え
な
い
か
ら
、
養
父
甲
と
實
母
乙
と

の
共
同
親
権
が
認
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
⑧
の
父
母
共
同
親
椹
の
原
則
は
、
婚
姻
先
づ
存
し
、
そ
の
後
そ
の
婚
姻
の
縫
績
中

に
夫
婦
の
一
方
の
子
が
他
の
一
方
の
養
子
と
な
つ
た
場
合
、
若
く
は
婚
姻
と
縁
組
と
が
同
時
に
存
す
る
揚
合
に
限
ら
る
べ
き
で
あ
つ
て
、

縁
組
先
づ
存
し
て
、
そ
の
縁
組
の
縫
績
巾
に
養
親
と
養
子
の
實
親
と
が
婚
姻
し
た
揚
合
に
及
幟
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
丑
、
父
ま
た
は
母
の
軍
濁
親
椹

　
　
　
　
　
　
　
ー
i
子
の
父
母
が
夫
婦
關
係
に
な
い
揚
合

①
蕎
を
親
讐
行
使
し
濤
奏
母
の
芳
が
死
享
段
、
他
の
芳
謬
窺
讐
行
皇
彪
奮
（
毯
．
民
法
は
死

亡
し
た
父
ま
た
は
母
に
代
つ
て
子
の
養
育
監
護
を
な
す
者
と
、
生
残
し
た
父
ま
た
は
母
と
が
、
共
同
し
て
親
椹
的
保
護
の
任
に
當
る
と
云

禽
婆
ち
奏
（
矯
却
藤
）
．
父
が
死
享
段
、
母
輩
響
親
讐
行
う
こ
と
髪
る
し
、
母
が
死
享
凝
、
父
の
塞
な

箪
猫
親
権
に
な
る
。
從
つ
て
、
子
の
出
生
前
に
父
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
常
匹
母
の
輩
濁
親
僅
と
な
る
。

②
　
共
同
し
て
親
椹
を
行
使
し
て
居
た
父
母
が
、
協
議
離
婚
を
す
る
と
ぎ
は
、
離
婚
の
際
に
そ
の
協
議
で
、
必
す
一
方
を
親
椹
者
と
定
め



な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
襯
杁
肝
九
）
。
尤
も
、
養
親
と
實
親
と
が
共
同
し
て
親
樺
を
行
使
し
て
居
た
揚
合
に
、
養
親
と
實
親
と
が
離
婚
ナ
れ

ば
、
養
子
は
當
楚
養
親
の
暴
親
讐
服
裏
毯
の
で
鷺
か
ら
（
騰
翻
．
）
、
そ
の
協
禧
ら
て
養
子
の
親
響
逢
め
譲

地
は
存
し
な
い
。
而
し
て
協
議
離
婚
の
際
、
父
母
の
協
議
に
よ
つ
て
親
樺
者
を
定
め
る
場
合
に
、
そ
の
協
議
が
不
調
ま
た
は
不
能
で
あ
る

と
き
は
、
誘
舞
地
の
家
庭
葬
象
、
父
建
経
の
漿
簑
つ
て
、
父
母
の
い
ず
れ
か
芳
覇
響
薙
め
ゑ
籔
撫

旛
謹
伽
）
．
暫
し
て
、
父
母
の
協
議
薙
は
読
に
砦
る
舞
棄
つ
て
、
父
母
の
い
ず
れ
か
芳
覇
響
蓬
め
ら
麩
以
上

は
、
後
日
事
情
の
鍵
更
が
あ
つ
て
も
、
父
母
は
、
そ
の
協
議
を
も
つ
て
親
樺
者
を
他
の
一
方
の
親
に
攣
更
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
蓋
し
一

旦
定
ま
つ
た
親
権
者
を
攣
更
す
る
に
は
、
す
べ
て
後
蓮
す
る
「
親
椹
者
の
攣
更
」
手
績
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
從
つ

て
、
離
婚
後
は
子
の
親
僅
者
と
定
め
ら
れ
た
父
ま
た
は
母
だ
け
が
輩
濁
親
椹
者
と
な
る
の
で
、
例
え
ぱ
協
議
に
ょ
り
子
の
親
梅
者
と
な
つ

た
母
が
死
亡
し
、
ま
た
は
親
椹
を
解
退
す
れ
ぱ
、
或
る
い
は
親
椹
喪
失
若
く
は
禁
治
産
の
宣
告
を
受
け
れ
ば
、
た
と
え
、
子
に
同
籍
の

父
が
あ
つ
て
も
、
こ
れ
が
た
め
に
そ
の
父
が
當
然
に
親
模
を
行
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
子
の
た
め
に
は
後
見
が
開
始
す
る

〔
設
穴
〕
。

親
権
露
携
窪
擁
麓
は
受
馨
妻
れ
番
が
（
燥
蘇
誰
項
）
、
亘
憲
さ
麩
呈
は
、
離
婚
そ
の
も
の
は
有
効
で
あ

る
か
ら
（
弊
警
、
釜
斐
繍
藩
喬
編
象
、
親
権
は
父
と
母
あ
共
同
行
使
の
蕪
議
婚
後
途
の
窪
縫
績
す

る
こ
と
に
な
る
。
但
し
離
婚
後
で
も
、
父
母
は
そ
の
協
議
に
よ
つ
て
父
母
の
一
方
を
親
樺
者
と
定
め
る
こ
と
が
出
來
る
も
の
と
解
す
る

（
備
騨
躍
燕
難
群
謙
撒
に
蕪
貌
誰
塑
輩
）
．
も
と
よ
り
、
こ
の
こ
と
は
親
樺
嚢
麟
の
墜
墾
流
書
旛

な
ら
な
い
と
云
う
原
則
を
修
正
し
て
居
る
も
の
で
は
な
い
。

藷
購
霧
盒
は
、
離
婚
鍵
の
際
に
、
葬
象
離
箏
蔓
母
貧
ず
れ
か
芳
姦
馨
皇
め
ゑ
娯
鑑
雛
顧
鉱
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鰍
）
．
離
婚
の
話
し
食
の
つ
婁
塗
愛
、
子
の
親
響
議
議
漢
め
喜
る
重
は
、
實
際
上
行
わ
難
旨
と
宏
る
し
、
ま

た
、
子
に
と
つ
て
も
必
す
し
も
利
盆
を
齎
ら
す
も
の
で
は
な
い
。
寧
ろ
、
裁
釧
所
を
し
て
離
婚
す
る
父
母
の
意
思
や
子
の
利
盆
等
凶
切
の

事
情
を
考
慮
し
た
上
で
、
子
の
親
椹
者
を
定
め
さ
せ
た
方
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

婚
姻
の
鋸
は
掌
訴
の
方
謄
よ
嚢
髪
要
し
（
鰹
稠
一
、
一
）
、
そ
の
諮
の
効
力
続
稜
響
盗
の
で
（
襯
爺
八
）
、
未
成
年

の
子
に
封
し
て
共
同
し
て
親
樺
を
行
使
し
て
居
た
父
母
間
の
婚
姻
が
取
潰
さ
れ
る
場
合
に
、
そ
の
子
の
た
め
に
親
権
者
を
定
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
情
は
、
裁
剣
離
婚
の
揚
合
と
異
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
即
ち
裁
剣
所
は
、
婚
姻
取
清
の
判
決
の
際
に
、
父
母
の
い
ず
れ
か
一
方

を
親
権
者
と
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
（
鰍
噺
抑
五
）
。
民
法
は
解
繹
上
の
疑
義
を
除
く
た
め
に
、
離
婚
の
場
合
に
於
け

る
子
の
監
馨
の
舞
（
誰
六
）
、
復
氏
（
磯
ハ
）
b
財
産
盆
ハ
（
磯
ハ
）
及
藁
具
等
の
承
纒
（
磯
ハ
γ
關
茗
規
婁
、
婚
姻
の

鋸
垂
用
し
て
居
譲
為
ら
叉
凝
四
）
、
誘
懇
者
の
決
謬
騨
良
蓄
ム
篠
第
二
碧
墾
の
準
用
嶺
恕
て

居
る
が
、
恐
ら
く
立
法
上
の
逡
漏
で
あ
ろ
う
。

　
子
の
出
生
前
に
、
父
母
が
離
婚
し
、
ま
た
は
父
母
の
婚
姻
が
取
消
さ
れ
た
揚
合
に
は
、
離
婚
の
當
時
ま
た
は
婚
姻
取
浩
の
當
時
生
き
て
生

ま
れ
る
か
ど
う
か
不
確
定
な
胎
児
の
た
め
に
、
豫
め
親
椹
者
を
定
め
て
置
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
、
子
が
出
生
す
れ
ば
、
そ
の
時
に

於
て
姶
め
て
婁
雇
親
響
と
餐
て
居
る
（
談
鑑
條
）
．
こ
の
こ
と
は
、
父
母
の
婚
姻
萎
の
昏
攣
る
婚
螺
あ
る
と
、
母
の

氏
を
欝
す
る
婚
姻
で
あ
る
と
に
よ
つ
て
差
異
は
な
い
。
蓋
し
幼
兄
の
保
護
は
、
父
よ
り
特
に
母
と
の
關
係
に
於
て
、
緊
密
で
あ
る
と
云
う

實
際
上
の
事
情
を
考
慮
し
た
か
ら
で
あ
る
。
從
つ
て
、
こ
の
揚
合
母
は
、
母
た
る
猫
自
の
資
格
に
於
て
子
を
養
育
監
護
す
る
の
で
あ
つ

て
、
決
し
て
父
に
代
わ
つ
て
こ
れ
を
行
う
と
嚢
う
意
味
の
も
の
で
は
な
い
。
も
と
よ
り
、
子
の
出
生
後
に
、
父
母
の
協
議
で
、
父
を
親
穰

者
と
定
め
る
こ
と
も
出
來
る
し
（
鵡
猟
衝
翫
條
）
、
ま
た
、
父
母
の
協
議
が
調
わ
な
い
と
き
、
ま
た
は
協
議
を
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
と
き



は
、
震
裁
舞
は
、
父
建
嬉
の
漿
奮
つ
て
、
協
藩
代
恕
舞
宴
嚢
と
が
暴
る
も
の
と
詫
て
磐
（
襯
訟
九
）
．

⑧
新
法
で
は
、
嫡
出
で
な
い
子
に
摯
る
親
獲
、
常
に
、
雇
母
奮
窪
行
皇
と
モ
て
磐
（
獣
肝
九
）
。
あ
！
は
、

そ
の
子
が
法
律
上
「
父
を
も
つ
子
」
で
あ
る
と
、
「
父
を
も
た
な
い
子
」
で
あ
る
と
に
よ
つ
て
圃
別
さ
れ
な
い
。
詳
冨
す
れ
ば
、
嫡
出
で
な

い
子
は
、
出
箭
髪
か
ら
認
智
墾
崖
と
同
謄
父
を
も
霧
合
憲
（
蕨
疎
蘂
齢
）
、
當
然
に
婆
の
親
欝
嬰
重
た

は
な
ら
な
い
が
、
而
も
、
出
生
と
同
時
に
當
然
に
母
の
親
罐
に
服
す
る
こ
と
を
、
何
人
か
ら
も
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
。
薔
法
で
は
、

嫡
出
で
な
享
畠
生
高
謄
父
の
謬
入
つ
て
（
箋
髭
譜
項
）
、
父
の
親
獲
墾
得
窮
合
ゑ
つ
黍
（
鱗
馳
）
、
他
方
で

は
、
母
の
學
象
の
戸
素
ら
、
母
の
子
が
出
生
と
同
時
に
母
の
家
に
入
る
こ
と
を
拒
ま
れ
て
（
灘
瑳
誰
灘
一
、
一
）
、
母
の
親
捲

服
し
得
な
い
場
倉
あ
つ
底
躾
彗
．
萢
薔
法
は
、
親
権
關
係
寮
葎
は
、
同
蒙
族
櫟
の
存
奮
不
誤
の
前
提
要
管

し
、
而
も
、
嫡
出
で
な
い
子
の
父
ま
た
は
母
の
家
え
の
蹄
鵬
に
は
、
戸
主
の
同
意
を
絶
封
に
必
要
と
す
る
と
云
う
家
族
法
的
構
成
を
と
つ
て

居
た
か
ら
で
あ
る
。
從
つ
て
、
親
礎
關
係
が
家
族
法
的
親
子
規
律
か
ら
解
放
さ
れ
れ
ば
、
鷹
急
措
置
法
第
六
條
第
一
項
の
規
定
す
る
よ
う

に
、
父
母
の
共
同
親
樺
行
使
と
蓉
う
こ
と
も
理
論
的
に
は
考
え
ら
れ
る
。
併
し
、
婚
姻
中
で
な
い
父
母
は
、
法
律
的
の
み
な
ら
す
現
實
的

に
も
、
通
常
は
そ
の
生
活
を
共
同
に
し
て
居
ら
す
、
從
つ
て
そ
の
協
議
に
よ
つ
て
親
権
を
行
使
さ
せ
る
と
云
う
こ
と
自
艦
が
、
實
際
上
甚

だ
困
難
で
あ
る
の
で
、
新
法
は
、
原
則
と
し
て
母
だ
け
を
親
権
者
と
し
、
父
母
の
協
議
ま
た
は
協
議
に
代
わ
る
審
判
で
父
だ
け
を
親
椹
者

と
畜
重
畠
來
る
も
て
磐
（
徽
影
九
）
．
父
母
の
協
議
髪
は
読
綻
智
審
智
よ
つ
て
、
子
の
羅
重
父
蓬
め
た

後
に
、
こ
れ
を
母
に
攣
更
す
る
に
は
、
後
述
す
る
「
親
構
者
の
攣
更
」
手
績
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
前
蓮
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
さ
れ
ば
、
嫡
出
で
な
い
子
を
父
が
認
知
し
て
も
、
父
母
の
協
議
で
父
を
親
礎
者
と
定
め
な
い
限
り
、
そ
の
子
は
依
然
母
の
軍
濁
親
樺
に

服
す
る
の
で
、
母
が
死
亡
し
た
り
、
ま
た
は
親
椹
を
喪
失
し
若
く
は
辞
退
し
て
も
、
こ
れ
が
た
め
に
父
が
當
然
に
親
梅
を
行
う
こ
と
に
な
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セ
ニ

る
の
で
髪
く
、
そ
の
子
の
た
め
に
は
、
親
穰
を
行
暑
変
窮
合
乞
て
、
後
見
が
開
撃
る
（
雛
劃
略
韻
）
．
昭
埜
四
豊

月
一
五
日
民
甲
第
三
四
九
九
号
民
事
局
長
回
答
は
、
嫡
出
で
な
い
子
の
母
が
死
亡
し
て
後
見
が
開
飴
し
た
以
上
は
、
母
の
死
亡
後
に
父
の

認
祭
葱
て
も
、
父
母
の
協
議
そ
の
も
の
が
萄
得
盗
奮
、
父
は
親
響
と
馨
楽
漆
と
し
患
ゑ
一
蝋
誰
）
．
尤
も
、

民
法
第
八
一
九
條
第
五
項
に
は
、
父
母
が
協
議
を
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
と
き
は
、
家
庭
裁
判
所
は
父
ま
た
は
母
の
請
求
に
よ
つ
て
協
議

に
代
わ
る
糞
享
塗
と
薫
來
る
と
あ
る
が
、
母
の
死
亡
に
ょ
る
協
藁
能
霧
合
書
麩
審
喜
嚢
と
は
（
曙
、
蓋
匙

漢
購
難
謂
墾
課
）
、
姿
の
言
蒙
ら
謂
つ
ξ
、
舞
毒
馨
あ
る
奮
霧
る
．
而
し
て
あ
詣
は
、
そ
の
子
の
た

め
に
既
に
後
見
人
が
選
任
さ
れ
て
居
る
と
否
と
に
よ
つ
て
差
異
の
あ
ろ
う
筈
は
な
い
。
も
と
よ
り
、
認
知
し
た
父
が
後
見
人
に
選
任
さ
れ

て
、
後
昊
奮
籍
享
の
養
育
監
護
の
循
當
る
忌
艮
眠
訟
態
、
自
ら
別
個
の
問
題
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
、
嫡
出
で
な
い

子
の
親
響
を
協
議
窪
馨
響
ら
て
（
獣
鑑
條
）
父
と
霧
養
に
、
父
が
死
亡
し
、
ま
た
は
親
讐
奏
し
霧
合
5
い

て
も
、
均
し
く
謂
い
得
る
。
印
ち
親
構
を
行
使
す
る
父
の
死
亡
に
ょ
つ
て
、
母
が
當
然
に
親
構
を
回
復
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
子
の
た
め
に
は
後
見
が
開
始
す
る
。

新
法
も
、
蒙
（
讃
働
蘇
九
）
と
同
じ
く
、
未
成
年
誉
自
皐
鋳
し
て
親
讐
行
槍
奮
為
と
し
て
、
震
舞
の
懇

奮
た
笹
盤
岱
る
べ
農
見
人
窪
て
、
そ
の
未
成
年
者
の
親
讐
代
行
せ
し
め
て
量
（
教
箪
懸
）
．
併
し
、
嚢
と
異
な

り
、
新
法
で
は
未
牽
者
で
も
婚
撃
凝
、
こ
れ
に
よ
つ
て
肇
錘
し
を
の
と
穣
さ
鷲
か
ら
（
誰
五
）
、
婚
姻
し
た
嚢
親

権
娠
茗
と
云
皇
と
は
、
新
法
の
上
で
は
髪
得
ら
紮
旨
と
で
あ
ゑ
蝦
奪
．
從
つ
て
、
黍
薯
の
親
響
が
そ
案

・

灰
年
の
子
に
代
わ
つ
て
、
親
椹
を
行
う
と
云
う
の
は
、
未
成
年
の
子
が
婚
姻
し
な
い
う
ち
に
、
子
を
有
す
る
に
至
つ
た
場
合
に
限
ら
れ

る
。
即
ち
親
穫
に
服
す
る
未
成
年
の
子
が
、
婚
姻
前
に
嫡
出
で
な
い
子
を
有
す
る
と
、
そ
の
親
礎
者
が
未
成
年
の
子
に
代
わ
つ
て
、
親
権



を
行
使
ナ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
う
斯
か
る
親
僅
の
代
行
は
、
こ
の
場
合
だ
け
に
限
ら
れ
る
。
蓋
し
婚
姻
し
て
成
年
に
達
し
た
も
の

と
看
徹
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
後
、
婚
姻
の
解
滑
ま
た
は
取
浩
が
あ
つ
て
も
、
引
き
績
き
成
年
者
と
し
て
の
取
扱
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
て

居
る
の
で
（
顯
撰
」
恥
籍
叛
課
簗
誰
事
）
、
嫡
學
の
父
母
は
、
婚
姻
の
解
馨
査
取
警
ら
て
、
再
び
震
薯
鍾

つ
て
、
親
構
に
服
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
奮
法
の
下
で
成
立
し
た
婚
姻
が
、
薔
法
時
に
婚
姻
の
解
溜
ま

た
は
藩
が
行
わ
れ
て
居
つ
た
場
倉
も
、
新
法
施
行
後
は
同
様
で
あ
る
（
畿
〉
．

　
斯
く
の
如
く
に
、
子
の
租
父
母
を
し
て
未
成
年
の
父
ま
た
は
母
に
代
わ
つ
て
、
親
椹
を
行
わ
し
む
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
從
楽
か
ら
立

法
上
議
論
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
が
〔
謡
七
〕
、
新
法
の
下
で
は
、
未
成
年
の
「
婚
姻
中
で
な
い
父
母
」
が
、
鷹
急
措
置
法
に
ょ
つ
て

そ
の
子
に
封
す
る
共
同
親
樫
者
と
な
つ
て
（
胴
鰍
）
、
新
法
施
行
後
も
、
引
き
綾
き
共
同
親
椹
者
で
あ
る
と
す
る
と
（
醐
㈱
一
）
、
子
の
父
母
双

方
の
親
椹
代
行
者
が
協
議
し
な
け
れ
ぼ
、
親
樺
を
行
使
し
得
な
い
と
議
う
、
甚
だ
實
情
に
適
し
な
い
場
合
も
招
來
さ
れ
得
る
こ
と
を
附
記

し
て
置
く
。

㈲
新
法
は
、
婚
姻
中
の
父
母
に
だ
け
、
共
窺
讐
馨
奈
（
鳩
堅
撫
肇
隷
一
）
．
懸
欝
替
、
婚
姻
中
で
な
塗
健
も
、

共
同
親
権
を
認
め
た
（
綱
融
鰍
）
。
而
し
て
新
法
附
則
は
、
婚
姻
中
で
な
い
父
母
の
共
同
親
樺
を
、
新
法
施
行
後
も
、
引
き
績
き
存
績
さ
せ

る
こ
と
に
し
た
の
で
（
調
騨
姻
條
）
、
嚢
欝
硫
行
漣
父
崇
讐
し
、
建
は
釜
婁
認
都
霧
倉
、
父
母
の
協
議
で
、

父
母
の
双
方
鶏
響
と
霧
書
（
課
灘
）
、
或
る
い
は
、
親
讐
行
暑
に
つ
き
協
議
も
芋
、
ま
た
協
議
の
不
調
窪
某
能

の
場
倉
、
裁
舞
の
墾
藷
求
し
豪
建
与
段
（
調
囎
欝
）
、
新
法
施
行
後
も
、
婚
姻
中
で
な
い
父
母
が
、
共
層
て
震

年
の
子
に
甥
し
て
親
権
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
殊
に
、
奮
法
の
下
で
父
母
が
離
婚
し
、
ま
た
は
父
が
子
を
認
知
し
て
、
父
ま
た
は
母
が
軍

猫
親
権
者
と
な
つ
て
居
る
場
合
で
も
、
鷹
急
措
置
法
の
施
行
と
共
に
、
同
法
第
六
條
第
｝
項
に
よ
つ
て
、
當
然
に
父
と
母
と
の
共
同
親
権
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と
な
る
と
解
さ
れ
て
居
る
の
で
〔
謡
八
〕
、
新
法
施
行
後
も
、
離
婚
し
た
父
と
母
と
の
共
同
親
権
や
、
認
知
し
た
父
と
實
母
と
の
共
同
親
擢

は
、
容
易
に
想
像
さ
れ
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
の
場
合
に
も
、
父
母
の
一
方
が
親
権
を
行
う
こ
と
が
出
來
な
い
と
き
は
、
民
法
第
八
一
八
條
第
三
．
項
但
書
の
規
定
を
準
用
し
て
、
他
の

一
方
だ
げ
で
親
構
を
行
う
こ
と
が
出
來
る
も
の
と
解
す
る
。
尤
も
、
新
法
は
、
婚
姻
中
で
な
い
父
母
の
共
同
親
僅
は
、
何
時
で
も
父
母
の
協

議
ま
た
は
協
議
に
代
わ
る
審
智
ら
て
、
父
母
の
い
づ
れ
か
男
の
鴉
懇
緩
め
を
と
が
墨
忌
の
と
し
（
翻
童
讐
、

ま
た
一
旦
協
議
ま
た
は
審
判
で
定
め
ら
れ
た
親
櫻
者
も
、
子
の
親
族
の
請
求
に
よ
つ
て
、
家
庭
裁
判
所
が
、
子
の
利
釜
の
た
め
必
要
が
あ

る
と
馨
る
ぎ
は
、
弛
の
芳
の
親
暴
事
歪
と
奮
來
憩
の
も
て
居
る
（
難
矯
謙
、
譲
罪
九
）
．

⑤
親
構
者
の
攣
更

　
養
子
縁
組
に
よ
つ
て
・
親
罐
が
實
親
か
ら
養
親
に
移
る
こ
と
も
、
離
縁
ま
た
は
縁
組
の
取
消
に
よ
つ
て
、
親
権
が
養
親
か
ら
實
親
に
移

る
こ
と
も
、
父
母
共
同
し
て
行
使
し
て
居
た
親
椹
が
、
父
母
の
一
方
の
親
椹
欝
邊
若
く
は
喪
失
遠
た
は
婚
姻
の
解
浩
若
く
は
取
浩
に
よ
つ

て
、
他
の
…
方
の
㎜
単
猫
親
構
と
な
る
こ
と
も
、
父
母
が
婚
姻
中
で
な
い
た
め
に
、
從
來
、
母
ま
た
は
父
の
軍
凋
親
権
で
あ
つ
た
も
の
が
、

父
母
の
婚
姻
に
よ
つ
て
、
爾
後
、
父
母
の
共
同
親
構
と
な
る
こ
と
も
、
父
母
が
離
婚
し
、
ま
た
は
父
母
の
婚
姻
が
取
潰
さ
れ
て
か
ら
生
ま

れ
た
子
の
親
椹
が
、
父
母
の
協
議
ま
た
は
協
議
に
代
わ
る
審
判
に
よ
つ
て
、
母
か
ら
父
に
移
る
こ
と
も
、
或
る
い
は
、
嫡
出
で
な
い
子
の

親
椹
が
、
父
母
の
協
議
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
審
到
に
よ
つ
て
、
實
母
か
ら
認
知
し
た
父
に
移
る
こ
と
も
、
廣
義
に
於
て
は
、
親
灌
者
の

攣
更
と
謂
い
得
る
。

　
併
し
、
こ
こ
で
親
灌
者
の
攣
更
と
し
て
取
り
上
げ
よ
う
と
云
う
の
は
、
父
母
の
一
方
が
〕
現
に
、
親
襟
を
行
い
っ
つ
あ
る
と
き
、
部
ち

父
ま
た
は
母
の
軍
濁
親
罐
の
揚
合
に
於
て
、
子
の
親
族
の
講
求
に
ょ
つ
て
、
家
庭
裁
到
所
が
、
子
の
利
盆
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る



と
き
に
、
親
樺
者
を
他
の
一
方
の
親
に
攣
更
す
る
場
合
を
謂
う
も
の
で
あ
る
。
帥
ち
一
方
で
は
、
身
分
關
係
の
憂
更
に
必
然
俘
わ
さ
れ
た

親
権
者
の
攣
更
、
謂
わ
ば
「
身
分
効
果
」
と
し
て
の
親
槽
者
の
攣
更
を
除
外
す
る
と
共
に
、
弛
方
で
は
、
榊
定
の
條
件
の
下
に
法
律
行
爲

の
効
果
と
し
て
生
じ
た
親
礎
者
の
攣
更
、
謂
わ
ば
「
意
思
効
果
」
と
し
て
の
親
棲
者
の
攣
更
の
う
ち
で
、
特
に
、
子
の
親
族
の
講
求
に
よ

つ
て
、
親
罐
者
が
他
の
↓
方
の
親
に
攣
更
さ
れ
る
揚
合
に
限
定
す
る
。

　
新
法
が
、
斯
か
る
意
味
に
於
て
、
認
め
た
親
槽
者
の
攣
更
に
は
、
次
の
五
つ
の
場
合
が
あ
る
。

　
ω
　
子
の
出
生
後
に
、
父
母
が
離
婚
し
、
ま
た
は
父
母
の
婚
姻
が
取
酒
さ
れ
た
場
合
に
、
協
議
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
審
判
に
よ
つ
て

　
　
奮
ら
麩
灘
奮
、
他
の
芳
墨
事
霧
合
（
誤
㍍
雄
．
）
．

　
②
　
子
の
出
生
前
に
、
父
母
が
離
婚
し
、
ま
た
は
父
母
の
婚
姻
が
取
清
さ
れ
た
場
合
に
、
出
生
予
の
親
樺
者
母
を
父
に
、
或
る
い
は
、

　
　
協
議
庭
讐
鷲
砦
る
舞
釜
つ
て
｛
疋
笠
紮
親
讐
父
毒
錘
專
窮
合
（
覗
㌍
簸
。

　
⑧
　
嫡
出
で
な
い
子
の
親
穰
者
實
母
を
認
知
し
た
父
に
、
或
る
い
は
、
協
議
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
審
鋼
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
た
親
礎

　
　
者
父
毒
墨
專
義
合
（
緊
一
難
）
．

　
㈹
　
新
法
施
行
の
際
、
共
同
し
て
未
成
年
の
子
に
甥
し
て
、
親
灌
を
行
つ
て
居
た
「
婚
姻
中
で
な
い
父
母
」
の
、
協
議
ま
た
は
こ
れ
に

　
　
代
わ
る
舞
讐
つ
憂
め
詫
窺
磐
を
、
他
の
芳
錘
專
窮
合
（
嘲
無
畿
）
．

⑤
蓬
8
乃
茜
釜
つ
憂
要
れ
た
親
響
を
、
さ
ら
に
、
他
の
芳
舞
饗
茗
揚
合
（
歎
㌻
．

　
い
ず
れ
の
場
合
に
於
て
も
、
親
罐
者
を
他
の
嚇
方
の
親
に
攣
更
す
る
こ
と
が
、
子
の
利
盆
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
云
う
こ
と
を
、
家
庭

裁
判
所
に
よ
つ
て
、
認
定
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

改
正
属
法
と
親
擢
者
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ー
子
の
氏
と
の
關
蓮
ー

　
奮
法
が
「
子
ハ
：
：
親
穰
二
服
ス
但
猫
立
ノ
生
計
ヲ
立
ツ
ル
成
年
者
ハ
此
限
二
在
ラ
ス
」
と
な
し
た
こ
と
と
、
新
法
が
「
成
年
に
達
し

な
い
子
は
：
：
親
礎
に
服
す
る
」
と
な
し
た
こ
と
と
で
は
、
法
律
上
の
効
果
の
上
で
は
、
大
き
な
差
異
が
な
い
に
し
て
も
、
考
え
方
の
上

で
は
、
大
き
な
修
正
で
あ
る
と
謂
え
る
。
奮
法
で
は
、
親
の
子
に
婁
す
る
支
配
は
、
子
が
親
の
養
育
監
護
を
必
要
と
す
る
間
だ
け
に
限
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
子
の
生
涯
を
通
じ
て
及
ぶ
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
「
猫
立
ノ
生
計
ヲ
立
ツ
ル
成
年
者
」
た
る
子
だ
げ
は
、
こ
れ
を
親
の
支

配
か
ら
解
放
し
よ
う
と
云
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
は
、
な
お
．
親
の
た
め
の
若
く
は
家
の
た
め
の
親
礎
法
た
る
色
彩
を
否
定
し
得
な

い
も
の
が
あ
る
。
新
法
で
嬢
親
権
關
係
の
本
質
が
、
明
瞭
に
、
未
成
年
の
子
の
養
育
監
護
關
係
に
あ
る
と
さ
れ
た
以
上
、
親
標
者
を
定

め
る
に
っ
い
て
も
、
常
に
、
子
の
養
育
監
護
の
立
揚
か
ら
な
さ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
親
子
が
氏
を
同
じ
く
し
て
居
る
か
ど
う
か
と
蓉
う
こ

と
に
よ
つ
て
、
影
響
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。
併
し
、
こ
の
こ
と
は
、
決
し
て
出
生
し
た
子
の
氏
が
、
親
と
の
養
育
監
護

的
生
活
共
同
に
基
い
て
、
取
得
さ
れ
る
こ
と
ま
で
排
斥
す
る
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
子
の
氏
を
、
出
生
の
時
に
於
て
、
親
構
者
の
氏
に
よ

っ
て
定
め
る
と
云
う
こ
と
は
、
子
が
出
生
に
よ
つ
て
氏
を
原
始
的
に
取
得
す
る
揚
合
だ
け
に
關
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
出
生
に
よ
り
子
の

氏
が
一
旦
定
ま
つ
た
後
に
、
親
権
者
の
氏
に
攣
動
の
あ
つ
た
揚
合
に
關
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
（
嘱
靴
九
）
、
氏
を
同
じ
く
す
る
親
子
間

に
だ
け
、
親
礎
關
係
が
存
立
し
て
居
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
各
人
の
氏
は
、
各
人
の
名
と
同
じ
く
、
そ
の
個
人
た
る
人
を
表
彰
す
る
。
各
人
の
名
は
命
名
樺
者
の
命
名
行
爲
に
よ
つ
て
定
ま
る
が
、

各
人
の
氏
は
、
そ
の
時
代
、
そ
の
肚
會
に
照
慮
す
る
一
定
の
基
準
が
あ
つ
て
、
こ
の
基
準
に
從
う
と
き
、
始
め
て
そ
の
入
を
適
當
に
表
彰



し
得
る
も
の
で
あ
る
。
薔
法
は
各
人
の
氏
を
、
家
族
關
係
に
繋
渉
り
を
も
た
せ
た
が
、
新
法
は
親
子
間
の
養
育
監
護
的
生
活
共
同
と
、
夫

婦
間
の
協
力
扶
助
的
生
活
共
同
と
に
關
蓮
を
も
た
せ
よ
う
と
し
て
居
る
。
從
つ
て
、
夫
婦
問
の
生
活
共
同
は
．
夫
婦
關
係
の
沿
滅
し
な
い

限
り
は
、
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
持
績
さ
れ
て
行
く
關
係
で
あ
る
か
ら
、
夫
婦
の
氏
共
同
も
、
婚
姻
成
立
の
際
だ
け
で
な
く
、
婚
姻
存
績
中
も

常
に
維
持
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
は
居
る
が
、
親
子
問
の
生
活
共
同
は
、
子
の
濁
立
の
た
め
の
生
活
共
同
で
あ
る
か
ら
、
子
が
猫
立

す
れ
ば
、
自
然
に
解
清
す
る
こ
と
を
豫
定
し
て
の
生
活
共
同
で
あ
る
の
璽
親
子
の
氏
共
同
も
、
夫
婦
の
揚
合
と
異
な
り
、
子
が
親
の
養

育
監
護
を
必
要
と
す
る
未
婚
ま
た
は
未
成
年
で
あ
る
聞
だ
け
に
限
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
而
も
、
子
が
親
構
者
の
氏
を
樗
す
る
と
滋

う
こ
と
は
、
出
生
に
よ
夢
子
を
し
て
一
旦
親
灌
者
の
氏
を
稻
せ
し
む
る
と
云
う
に
止
ま
り
、
親
構
關
係
の
存
績
す
る
限
り
は
、
そ
の
肩
績

の
効
果
と
し
て
、
常
に
、
親
灌
者
の
氏
を
構
せ
し
む
る
と
蓉
う
意
味
の
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
親
僅
者
が
婚
姻
や
縁
組
に
よ
つ
て
そ
の

氏
を
攣
え
て
も
、
こ
れ
が
た
め
當
然
に
、
親
権
に
服
す
る
．
子
の
氏
が
攣
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
氏
が
各
個
入
の
呼
稽
で
あ
る
限
り
、

そ
の
霧
は
常
矯
人
的
宏
け
れ
婆
象
、
そ
墨
動
の
黎
論
簑
．
窒
と
が
急
て
は
奮
漢
か
急
あ
る
（
鍵
廉

鴇
譜
翻
鍛
戦
蒲
馨
．
新
警
、
子
が
親
磐
と
異
馨
從
前
の
肇
ゑ
て
し
て
は
、
昌
姦
當
襲
彰
し
得
漢
芸

う
事
實
と
、
そ
の
子
に
於
て
自
己
の
氏
を
親
椹
者
と
同
一
の
氏
に
攣
更
し
た
い
と
云
う
希
望
と
が
あ
る
揚
合
に
限
つ
て
、
子
の
氏
の
攣
更

を
認
め
て
居
る
塩
ぎ
漢
（
鴫
筑
態
．
從
つ
て
、
親
磐
霧
讐
撃
る
舌
昏
異
穿
る
に
薯
憲
、
読
が
誌
當
然

に
、
從
來
の
親
構
者
が
親
穫
を
喪
失
す
る
も
の
で
も
な
い
◎

　
親
構
者
と
子
の
氏
と
の
關
蓮
は
、
新
法
の
深
く
顧
慮
し
な
か
つ
た
と
こ
ろ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
師
ち
一
方
で
は
、
嫡
出
で
あ
る
子

は
、
出
生
に
よ
つ
て
婚
姻
中
の
父
母
の
共
同
親
惟
畢
る
叢
に
（
襯
津
八
）
、
父
母
の
氏
議
し
（
誰
魏
條
）
、
嫡
出
で
な
い
子
は
、

出
生
に
ょ
つ
毒
の
幾
親
讐
撃
る
が
整
（
獣
奪
、
母
の
氏
轟
茗
（
撫
孟
。
）
、
と
モ
い
と
こ
ろ
を
把
握
し
な
が
ら
、
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民
法
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他
方
で
は
、
子
の
出
生
前
に
、
父
母
が
離
婚
し
た
り
、
父
母
の
婚
姻
が
取
滑
さ
れ
た
り
、
ま
た
は
父
が
死
亡
す
れ
ぱ
、
子
は
、
出
生
に
よ

つ
て
母
の
墨
親
欝
嬰
薯
の
と
奮
蒙
ら
（
款
鑑
條
）
、
そ
の
子
は
、
離
婚
旛
幾
婆
毒
死
亡
の
際
に
謬
る
父
母
の

氏
を
攣
る
と
な
し
て
居
る
（
競
鎚
條
）
．
各
個
人
を
表
華
蔑
が
、
秀
歪
集
ら
募
騰
し
響
て
居
象
、
そ
の
背
後
に

は
「
家
の
氏
」
の
観
念
が
強
く
動
い
て
居
る
も
の
と
謂
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
殊
に
、
新
法
が
、
養
子
は
縁
組
に
よ
つ
て
、
當
然
に
、
生
來

の
氏
を
棄
て
て
養
親
の
氏
蕎
蓄
と
し
た
憂
は
（
題
）
、
成
年
季
に
ち
て
は
、
無
意
讐
し
て
不
合
馨
髪
で
あ
る
と
共

に
、
養
親
の
親
礎
に
服
す
る
未
成
年
養
子
に
と
つ
て
は
、
全
髄
の
呼
稔
騰
系
を
紫
す
も
の
で
あ
る
と
謂
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
蓋
し
前

者
に
あ
っ
て
は
、
親
子
と
し
て
の
氏
共
同
の
裏
付
け
を
な
す
養
育
監
護
的
生
活
共
同
を
歓
く
も
の
で
あ
る
し
、
後
者
に
あ
つ
て
は
、
實
子

の
場
合
と
同
じ
く
、
養
親
の
氏
を
構
す
る
こ
と
を
欲
す
る
者
に
だ
け
、
生
來
の
氏
を
改
め
る
方
法
を
輿
え
て
お
け
ば
、
そ
れ
で
充
分
で
あ

つ
た
筈
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
雌
鍵
條
）
。
量
は
、
「
縁
組
に
よ
る
改
姓
」
の
製
が
、
「
異
桀
養
お
原
則
に
代
鷺
、
專
ら
家
族

法
上
の
制
度
で
あ
る
こ
と
を
深
く
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Q

こ
れ
疫
し
て
、
暴
局
喬
答
（
盟
、
日
二
、
嘉
駐
蟹
焦
殿
岬
纐
努
た
製
加
肇
．
）
が
、
子
は
父
建
鮭
が
死
亡

し
た
後
は
、
そ
の
父
ま
た
は
母
の
氏
に
改
め
る
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
、
た
と
え
、
死
亡
し
た
父
ま
た
は
母
の
氏
に
改
氏
す
る
こ
と
の
家

庭
裁
判
匪
の
許
可
が
あ
つ
て
も
、
或
る
い
は
、
改
氏
の
許
可
が
あ
つ
た
後
そ
の
入
籍
屈
出
前
に
、
そ
の
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
場
合
で

も
、
そ
の
屈
出
は
受
理
せ
ら
る
べ
き
で
な
い
と
し
た
こ
と
は
、
呼
構
理
論
を
正
し
く
受
け
容
れ
た
も
の
と
謂
う
こ
と
が
出
來
る
。
蓋
し
父

ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
後
に
は
、
も
は
や
、
そ
の
父
ま
た
は
母
と
改
氏
し
よ
う
と
す
る
子
と
の
間
に
、
養
育
監
護
的
生
活
共
同
を
成
立
さ

ぜ
る
こ
と
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
子
の
幽
生
後
に
、
父
母
が
離
婚
し
て
、
ま
た
は
父
母
の
婚
姻
が
取
浩
さ
れ
て
、
父
母
の
い
ず
れ
か
一

方
が
黎
嘗
塗
て
黛
課
藩
）
、
建
撃
の
濃
の
葉
奮
つ
て
、
親
磐
麓
の
芳
の
親
舞
要
鮭
ゑ
級
弊



項
）
、
こ
れ
が
た
め
蕪
に
、
親
欝
畢
孕
罠
遜
を
薩
と
し
書
と
は
正
と
が
（
雌
津
條
）
、
肇
の
氏
が
、
離
縁
や

縁
組
の
取
潜
ち
て
、
當
然
に
、
縁
組
勢
昏
薯
る
も
奮
と
は
（
眠
鍵
納
毯
、
た
と
え
、
離
攣
難
の
取
覆
ら

て
、
養
親
が
親
構
を
喪
失
す
る
結
果
に
な
つ
て
も
、
氏
を
個
入
の
呼
稻
に
過
ぎ
な
い
と
観
念
す
る
限
り
、
そ
れ
は
決
し
て
正
し
い
行
き
方

と
は
謂
わ
れ
な
い
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
子
の
氏
を
、
出
生
の
時
に
於
て
、
親
灌
者
の
氏
に
よ
つ
て
定
め
る
と
滋
う
こ
と
は
、
決
し
て
氏
が
個
人
の
軍
な
る

呼
稻
に
過
ぎ
な
い
と
云
う
理
論
に
反
す
る
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
、
子
と
氏
を
同
じ
く
す
る
親
が
親
穰
者
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の

で
も
な
い
。
氏
は
、
婚
姻
や
縁
組
か
ら
解
放
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
と
同
じ
く
、
親
罐
か
ら
も
解
放
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

【
謹
嘱
】
昭
和
三
・
二
・
二
九
大
判
民
集
八
九
頁
Q
大
正
七
・
ご
一
・
二
四
大
判
民
録
二
四
二
二
頁
Q
明
治
四
ニ
ニ
八
・
．
二
〇
東
控
判
最
近
判
例
集
五
巻
一
五

　
　
　
九
頁
Q
大
正
九
・
一
〇
二
一
七
東
地
決
評
論
九
巻
民
九
九
一
頁
。

【
謹
二
】
大
孟
八
・
三
二
天
民
第
七
一
〇
號
法
務
局
長
回
答
－
先
例
大
系
二
二
七
〇
項
。
同
コ
ニ
ニ
0
・
八
決
議
ー
決
議
要
録
上
五
扁
九
頁
。

【
謹
三
】
現
に
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
第
三
五
二
條
は
、
養
子
が
養
親
の
親
権
に
服
す
る
こ
と
を
認
め
た
が
ら
も
、
而
も
養
子
の
未
成
年
の
間
に
養
親
が
、
禁
治
産

　
　
　
を
宣
告
き
れ
、
ま
た
は
死
亡
し
た
場
合
な
ど
に
は
、
親
椹
が
法
律
上
當
然
に
養
子
の
實
親
に
復
蹄
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
居
る
。

【
謹
圏
】
實
父
の
死
亡
し
た
子
の
家
に
、
嫡
母
（
實
父
の
妻
）
と
實
母
（
實
父
の
養
子
と
し
て
入
籍
し
た
者
〉
と
が
在
る
場
合
に
は
、
嫡
母
が
實
母
に
優
先
し

　
　
　
℃
親
灌
を
行
う
が
、
後
に
嫡
母
が
死
亡
し
て
も
、
親
椹
者
た
る
べ
き
實
母
が
あ
る
以
上
は
、
そ
の
子
の
た
め
に
後
見
は
開
姶
し
な
い
、
と
し
た
到
例
が

　
　
　
あ
る
（
明
治
三
八
・
四
・
二
〇
大
剣
民
録
五
三
九
頁
）
。
從
つ
て
、
こ
の
見
解
に
從
う
限
り
、
嫡
母
は
「
最
後
二
親
椛
ヲ
行
ウ
者
」
晒
は
な
い
か
ら
、
遺

　
　
　
嘗
を
も
っ
て
後
見
人
を
指
定
す
る
こ
と
を
得
な
い
と
謂
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
奮
九
〇
一
條
一
項
）
。

【
註
五
】
昭
和
出
三
・
コ
一
・
六
民
甲
第
三
三
〇
五
號
民
事
局
長
回
答
－
養
親
が
死
亡
し
て
、
措
置
法
施
行
當
時
實
父
母
が
親
継
を
行
使
し
で
い
た
場
合
で
、

　
　
　
も
、
新
法
の
施
行
と
と
も
に
後
見
が
開
姶
す
る
（
戸
籍
研
究
一
七
號
二
五
頁
）
。
同
趣
旨
ー
昭
和
二
三
・
一
一
・
コ
一
民
甲
第
三
五
八
五
號
斑
事
局
長

　
　
　
通
達
（
戸
籍
研
究
二
二
號
二
六
頁
）
。
同
二
四
・
九
・
九
民
甲
第
二
〇
三
五
號
民
事
局
長
回
答
（
戸
籍
四
號
五
〇
頁
）
。

【
謡
六
】
昭
和
二
二
・
八
・
四
民
甲
第
七
一
〇
號
民
事
局
長
通
漣
。
同
一
ご
一
丁
八
・
一
二
民
甲
第
二
三
七
〇
號
民
事
局
長
回
答
（
戸
籍
研
究
一
四
號
二
六
頁
）
。

　
　
　
　
　
改
正
民
法
と
親
穗
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



改
正
民
法
と
親
権
者

八
O

　
　
　
同
二
四
・
五
・
一
九
民
甲
第
一
〇
〇
八
號
民
事
局
長
回
答
（
戸
籍
研
究
二
一
號
二
八
頁
）
。
異
説
ー
谷
口
氏
雨
掲
書
二
七
頁
Q

【
設
七
】
例
え
ぱ
、
穗
積
重
遠
博
士
は
「
こ
の
親
擢
の
様
な
権
利
の
代
理
行
使
が
、
果
し
て
適
當
か
否
か
、
頗
る
疑
は
し
い
。
未
成
年
者
と
云
つ
た
所
で
、
既

　
　
　
に
子
が
あ
る
程
の
年
齢
た
の
だ
か
ら
、
自
身
親
椛
を
行
は
せ
て
も
よ
さ
き
う
に
思
は
れ
る
」
と
謂
わ
れ
て
居
る
（
同
博
士
「
親
族
法
」
五
五
六
・
六
〇

　
　
　
〇
頁
）
。

【
誰
八
】
昭
和
一
ご
一
・
民
甲
第
一
一
二
七
號
「
民
法
の
慮
急
的
措
置
に
件
う
戸
籍
の
取
扱
に
關
す
ろ
件
」
第
七
「
親
搬
及
び
後
見
」
の
第
二
項
に
は
「
親
権
を
行

　
　
　
う
者
は
、
必
ず
し
も
、
子
と
同
一
の
戸
籍
内
の
者
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
し
な
く
な
る
か
ら
、
從
來
子
と
戸
籍
を
異
に
す
る
た
あ
親
櫃
の
な
か
つ
た
父

　
　
　
又
は
母
も
措
置
法
の
施
行
に
よ
り
當
然
親
椹
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
。
搭
置
法
施
行
繭
に
離
婚
叉
は
認
知
が
あ
つ
た
場
合
で
も
、
措
置
法
施
行
と
同
時

　
　
　
に
親
擢
は
父
母
の
共
同
行
使
と
な
る
・
：
己
と
あ
P
、
同
二
三
・
二
・
一
九
民
甲
第
四
九
號
民
事
局
長
回
答
に
も
「
慮
急
措
置
法
施
行
前
、
父
母
が
離

　
　
　
婚
し
た
砂
、
子
を
認
知
し
た
砂
、
叉
措
置
法
施
行
中
、
同
法
六
條
の
規
定
に
よ
り
、
協
議
で
一
方
を
親
椛
者
と
定
め
ず
、
且
つ
裁
鋼
所
で
父
母
の
一
方

　
　
　
を
親
権
者
と
定
め
な
か
つ
た
場
合
も
、
附
則
第
一
四
條
に
よ
砂
、
新
艮
法
施
行
後
は
父
母
が
共
同
で
親
灌
を
行
う
こ
と
に
な
る
」
と
あ
る
（
戸
籍
硯
究

　
　
　
一
〇
號
二
〇
頁
。
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
二
五
・
二
・
二
五
稿
了
）


